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実施機関名︓上越教育大学 
連携機関名︓上越市教育委員会（上越市⽴教育センター）、 
         上越市⽴⾼⽥⻄小学校 
事業名︓【NITS・上越教育大学教職大学院コラボ研修】 
通級による指導との連携による教科等の授業づくり 

研修等名︓【NITS・上越教育大学教職大学院コラボ研修】 
通級による指導との連携による教科等の授業づくり 

開催期間︓令和 6 年５月１３日（月）〜令和６年 12 月 23 日（月） 
開催場所︓上越市⽴⾼⽥⻄小学校（新潟県上越市大貫１） 
参加⼈数︓研究発表会参加者総数 30 ⼈（内訳︓上越市⽴⾼⽥⻄小学校教員 3 ⼈、上越市内小中学校教
員 21 ⼈、大学院生 5 ⼈、上越市教育委員会指導主事１⼈） 

⽬的︓ 
令和 5 年度【NITS・上越教育大学教職大学院コラボ研修】の成果を踏まえ、安藤（2001;2021）及び

北川・安藤（2019）の知⾒を参考にして、個別の指導計画作成と教科の授業づくり研修を⾏う。その効果を
確認するために、通級担当教師が⾃⽴活動の時間における指導と各教科等の学習をどう関連付けようとしたの
か、教師の省察内容について、インタビュー調査により明らかにする。また、本事例を上越市⽴教育センター研修
で提供し、受講者が⾃身の実践や⾃校の研修体制を振り返りつつ、新たな気付きや課題を⾒出すことができる
かを確認する。この場には、教職大学院在学中の現職教員に参加してもらい、教職大学院生の研修の場として
の効果についても明らかにする。 
 

内容︓ 

１ 通級指導教室における⾃⽴活動の時間の指導と関連を図った在籍学級における教科の授業づくり 
⾃⽴活動の個別の指導計画を活用した教師間の連携モデルの検討を以下の日程で実施した。なお、授業

参観や授業づくりのための協議等は大学教員、大学院生あるいは上越市教育委員会指導主事、上越市内通
級指導教室担当者も参加した。 
・  〜５月上旬     連携モデルの検討、公開授業について 

実態把握図の作成︓安藤(2021)北川・安藤(2019)を解説しながら作成 
・  ５月１３日（月）校内研修「⾃⽴活動の指導について」講師︓藤井和⼦（オンライン研修） 

⾃⽴活動の意義、個別の指導計画作成と活用の目的について講話を⾏った。 
・  ７月  ５日（⾦）個別の指導計画に基づいた算数科の授業実践・授業参観① 
・  ８月２６日（月）個別の指導計画に基づいた算数科の授業実践②の検討（振り返り） 
・１０月２８日（月）個別の指導計画に基づいた算数科の授業実践②の検討（指導案検討） 
・１１月１５日（⾦）個別の指導計画に基づいた算数科の授業実践②の検討（算数科主任による実践的 

検討） 
・１１月２２日（⾦）個別の指導計画に基づいた通級による指導の授業実践・授業参観②（公開） 
・１１月２５日（月）公開授業の反省に基づく改善授業  
・１２月  ６日（⾦）上越市⽴教育センターでの発表 
・１２月２３日（月）研修振り返り 次年度の課題 
 
２ 上越市⽴教育センター研修 
 上越市⽴教育センター研修として、1 の成果を上越地域公⽴学校教員を対象に実施した。 
 講師︓⾼⽥⻄小学校教諭 ⽔落あき⼦   上越教育大学教授 藤井和⼦     
 ⾃⽴活動の指導の実践として求められる通級による指導と各教科等の授業を関連付ける教員間連携の意義
について藤井が講話した。⽔落教諭が公開授業の動画（編集有）を視聴しながら、⾃⽴活動の時間における
指導と算数科の授業における対象児の学びの姿を関連付けて分析したものを発表した。参加者は、グループで
実践の成果と課題について話し合い、発表した。 
 



 

成果︓ 
〇動画による授業づくりプロセスの研修会への評価（回答数２１ 肯定的回答 100％） 
・大変有意義だった（15）・有意義だった（６） 
・どちらともいえない（0）・あまり有意義でない（０）・有意義でない（０）  
〇⾃由記述による評価 
・通級と通常の学級で連携している実践を⾒ることができることは貴重なので今後も機会があれば参加したい。 
・教科学習におけるその⼦の姿を整理し、必要な⼿⽴てを考え実践することの価値や成果を教えていただいた。 
・私も授業と⾃⽴活動を繋げて、児童の困り感が軽減するように支援したいと思いました。関係職員と連携して、 
抱え込まずにできることから始めたいと思います。 
 

「NITS からの提案（第一次）」との関連における研修担当者としての気付き 
⾃⽴活動は、各教科等と異なり、個々の障害のある児童生徒の実態把握に基づき、個別に指導目標や内 

容を決定する領域である。故に、通級による指導においても個別の指導計画作成が義務付けられているが、その
作成⽅法の開発は各学校に任されている。しかし、⾃⽴活動の指導の実績が少ない小学校では、その開発に
困難を感じており、開発が進まない状況にある。そこで、本研修では、⾃⽴活動研究に基づく安藤
（2001;2021）及び北川・安藤（2019）の知⾒を講義やカンファレンスを通じて提供し、その後、⾃⽴活動
の指導について通級担当教師と通常学級担任が協働して実際に授業づくりを進める中で研修できるように工夫
した。 

本研修の結果、担任教師、通級担当教師は、一⼈では気づかなかった対象児の実態に気づき、個に応じた 
指導の⼿⽴てや授業展開等について、それぞれの役割に基づいて協働して開発する姿が⾒られた。また、研究
授業を公開し、協議会を校内研修に位置付けたところ、⾃らの実践を省察し、通級担当教師との連携の改善
の必要性に気づく姿も確認された。さらに、本研修の成果を上越市⽴教育センターにおいて発表したところ、受
講者は⾃らの教育実践と関連付けながら⾃⽴活動の意義とは何かを問い直し、⾃身の実践の良さや課題に気
づいていた。 

安藤（2001;2021）の⼿続きは、⾃⽴活動の本質について⾃ら気づき学ぶことが促進されるようデザインさ
れている。通級担当教師は⾃⽴活動の専⾨教師として、担任教師の気づきを促していた。今後は、その促しを
明らかにし、受講者の主体的な学習をより促進できるような研修にしていくことが、研修担当者としての気づきで
ある。 

 
アイディアや工夫したこと︓ 
①特別支援学校においてその効果が確認されている安藤（2001︔2021）北川・安藤（2019）の知⾒を 

小学校の通級による指導と教科等との関連を図る教師間連携の⼿続きとして応用した。 
②抽出児童の実態把握、中⼼的課題の抽出、個別の指導計画作成から授業検討、教材検討といった授業

づくりのプロセスを静⽌画と動画で編集し研修会において提供した。 
③協議会では、大学院生も含めグループ討議を取り入れた。討議結果は、グループ毎にまとめ発表し共有した。 
 

 

 


